
 

 

 

 

 

 

 

 この頃よく「クラウドファンディング」という言葉をよく耳します。しかし「クラウドファン

ディング」って自分には関係ないと思っていましたが、こんなネットニュースでの記事が目に留

まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気になったので戸部小学校のホームページ等をみてみると地域を柱にした「総合的な学習の時

間」の活動です。「地域のことをもっと知ってもらおう、もっと好きになってもらおう」という

動機から、地域の魅力をカードゲームにして発信しようということになり、その中で「知域王」

というカードゲームに出会い、その「知域王」（戸部編）の実現に向け動き出すという流れの活

動だととらえました。自分たちの作ったものを本物のカードゲームとして実現するためには資金

が必要です。その資金を集めるためにクラウドファンディングにたどりついたようです。この

「知域王」プロジェクトは、クラウドファンディングに目がいってしまいます。しかし、「知域

王」プロジェクトの実現には様々な小さなプロジェクトを連動して動かしていく必要があり、教

師も、子どもも俯瞰的にプロジェクトをとらえ、デザインし、マネジメントしていく必要がある

と考えます。このプロジェクトは教科横断的な学びというよりも、起業プロジェクトと受け止め

たほうがピッタリなのではと感じてしまいます。正直こんなプロジェクトに取組む学校があると

は思ってもいませんでした。しかし、これから必要とされる資質・能力を育てる学びを創ってい

くためには、枠の中だけで活動を考えるのではなく、枠を超えてつながっていく発想が必要なん

だと感じました。一度 QRコードから記事やニュースを覗いていただけたらと思います。 

 子どもたちは本当に自分たちのプロジェクトに興味を持ってもらえ、お金が集まるのか、ドキ

ドキだったのではと想像します。結果は、クラウドファンディングと直接の寄付で３００万円と

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 

明石市教育委員会事務局学校教育課 mail：gakkyo@city.akashi.lg.jp 

No.247 

12.4 

2023 

For The Future 

Twitter 

YouTube 

クラウドファンディングって？ 

“戸部小６年１組 カードゲーム発売へクラウドファンディング 地域の魅力発信に” 

地域の魅力を発信するカードゲーム「戸部まち知域王」の商品化に向け、戸部小学校６年１組

の児童 27人がクラウドファンディング（以下、ＣＦ）に挑戦。支援金は 10月 17日から専用

のウェブサイトで受け付ける。目標額は３００万円に設定。 

児童たちは、戸部地域を知らない人たちからの応援にも期待する。 

【参照：タウンニュース】） 

https://www.townnews.co.jp/0113/2023/10/12/701099.html 

“小学生がクラファンに挑戦！商品化目指し地域の魅力を「カードゲーム」で発信へ” 

【参照：tvk（テレビ神奈川） News Linkオンライン】 

https://www.youtube.com/watch?v=3dULkIKGc_A 

 

https://www.townnews.co.jp/0113/2023/10/12/701099.html
https://www.youtube.com/watch?v=3dULkIKGc_A


いう金額が集まったそうです。その結果に子どもたちは本当にびっくりしたと思います。しか

し、子どもたちは、この金額に、自分たちが地域のことを考え、未来へ向けて学んでいることへ

の期待が込められていることを感じ取っているのではと思います。 

この活動の背景には、戸部小学校が「みらぷろ２０１９（文科省・総務省・経産省）」を活用

して「とべまちアプリ」といった戸部の魅力の発信アプリを作成したり、商店街と協力して商店

街の応援ソングを作成するなど、子どもたちが地域をベースにした学びを積み重ねてきた流れが

あり、子どもたちの学びを応援する機運が地域の中に醸成されているのではと感じました。 

地域をベースにしたカリキュラム・デザインがこれからはますます必要になってくるのではと

この記事を読みながら感じました。何より、こんなことができる時代なんですね。 

 鳥羽小学校で１１月２７日（月）に「町の幸福論」から発展し、地域の方と一緒に自分たちの

まちづくりを考える場が持たれました。「町の幸福論」の学びをすすめる中で、自分たちだけで

なく、地域の方にも話を聞いてみたいと設定された鳥羽小初の試みです。呼びかけに長年まちづ

くりに関わり、現在もスクールガードとして活動されている地域の方、そして、鳥羽小学校の元

保護者の方、そしてスクールフレンドとして鳥羽小学校で活動されている卒業生と３人の方が駆

け付けられました。そんな様子を参観した学校教育課畑指導主事よりこんな感想が届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが自分たちの視点からみた地域の強みや弱み、そしてこんなまちになってほしいと

頭の中で描いた夢を、地域の方への投げかけから始まりました。地域の方からは、時代とともに

変化してきたまちの様子の話、これからのまちづくり、よりよいまちづくりを実現していくため

の仕組の話、そして一緒に未来に向けてのまちづくりをやっていこうというお誘いなど、自分た

ちでも何かができるのではと刺激を受けたのではと思います。そして何より、大学生の先輩か

ら、「私は、スクールガードや祭りなどでお世話になった地域の方のことを今でもよく覚えてい

る。そして、地域の方も自分のことも覚えてくれていることは本当にうれしい。そんなつながり

が大切」といった話を子どもたちへ投げましたが、聞い

ていて本当に心に沁みました。畑指導主事の感想にもあ

るように、“地域の方から話を聞く”ということが学習

のきっかけ、動機づけになっていくんだろうなと思いま

す。今回、地域の方からの話を聞いて、子どもたちがど

んなプランを考えてくるか楽しみです。一番楽しみにさ

れているのは今回参加された地域の方なのではと、地域

の方のお顔を見ながら感じました。 （文責：北本） 

鳥羽小「町の幸福論」、まちの未来に向け地域と子どもの対話がスタート 

地域の人から話を聞くことで、子どもたちの地域に対する思いはさらに広がりを得

られたと思います。「こんな意見をだしていいのかな？」と思っていた子どもたち

も、地域の方の話を聞くことで、自分たちの意見も反映される期待感をもってこれか

らの学習に取り組んでいけるのではないかと感じました。 

また、子どもたちは、夢を描くことだけではなく、地域の方からの話を聞くこと

で。鳥羽小校区の現状にいたるまでの様子に目を向け、そのことが他の学習活動にも

興味を持っていくためのきっかけになるのではないかと感じました。 （文責：畑） 


